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(百万円未満切捨て)

１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年３月期第２四半期 22,690 △3.6 1,704 765.4 1,818 794.2 1,790 537.4

2018年３月期第２四半期 23,529 △0.6 196 － 203 － 280 －
(注) 包括利益 2019年３月期第２四半期 2,380百万円( 264.2％) 2018年３月期第２四半期 653百万円( －％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2019年３月期第２四半期 54.94 54.45

2018年３月期第２四半期 8.62 8.59
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2019年３月期第２四半期 65,726 15,675 23.8

2018年３月期 67,635 13,446 19.8
(参考) 自己資本 2019年３月期第２四半期 15,622百万円 2018年３月期 13,403百万円
(注) 「『税効果会計に係る会計基準』」の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用したため、前連結会計年度に係る数値については、当該会計基準等を遡って適用した後の
数値となっております。

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年３月期 － 0.00 － 5.00 5.00

2019年３月期 － 0.00

2019年３月期(予想) － 5.00 5.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 46,000 △3.1 △800 － △800 － △800 － △24.56
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 社（社名） 、 除外 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年３月期２Ｑ 32,600,600株 2018年３月期 32,600,600株

② 期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ 20,715株 2018年３月期 20,715株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Ｑ 32,579,885株 2018年３月期２Ｑ 32,579,028株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今
後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では雇用情勢の改善が続き、景気は堅調さを

維持しており、欧州でも緩やかな回復が続いています。一方、中国では米国を発信源とする通商問題

がエスカレートしていること等により景気減速への懸念が高まりつつあり、北朝鮮情勢や中東を中心

とした地政学リスクや英国のＥＵ離脱期限の問題等が加わり、世界経済の先行きは不透明な状況にあ

ります。その中でわが国経済は、自然災害の頻発や異常気象に見舞われながらも輸出の堅調な推移と

雇用環境の改善を背景に穏やかな回復基調を維持しています。

　当社グループを取り巻く事業環境は、造船事業においては“船腹及び建造設備の過剰”という構造

が依然として継続し、厳しい状況が続いています。バルクキャリアーの海運市況については、用船料

は船型によりばらつきはあるものの、総じて回復基調にあります。さらなる回復への期待が高まって

おり、環境に対する新規制対応をトリガーに新造船の需要を喚起する兆しが見えつつあります。

　当社の新造船事業では、NOx排出３次規制やH-CSR（新共通構造規則）の新規則を適用し燃費性能を

向上させた82千重量トン型パナマックス・バルクキャリアーと64千重量トン型スプラマックス・バル

クキャリアーに加え、幅広・浅喫水で大容量化を図った新規制適用の41千重量トン型ハンディサイ

ズ・バルクキャリアーを開発し、営業を展開中です。一方、一般商船の受注環境が依然として厳しい

中で、フェリーに続き特殊船や作業船などを受注することで、建造メニューの多角化にも取り組んで

います。新造船事業を補完すべく取り組んできたマリン・修繕船事業は、住友精化㈱（セイカエンジ

ニアリング㈱を吸収合併）と共同開発を行っている舶用LNG燃料供給システムで引合いが増加してお

り、販売拡大に努めています。また、LPGタンクについては、現在の大阪製造所（大阪府大阪市）に

加え水島製造所（岡山県倉敷市）でも建造することを決定し、事業強化の準備を進めています。

　これまで陸上事業及びレジャー事業を当社グループの「第２のコアビジネス」として位置付け、事

業の多角化に取り組んで来ましたが、これを一層強化することがグループ全体の経営安定化のための

喫緊の課題と考え、陸上事業・レジャー事業を営む２つの事業会社グループを2018年４月２日に統合

し、Ｍ＆Ｔグループ（Machinery & Technology Group）として再編するとともに、同グループを統

括・支援する会社としてサノヤスＭＴＧ㈱を同日設立しました。続いて、６月の定時株主総会におい

てＭ＆Ｔグループ各社の株式をサノヤスＭＴＧ㈱に移転させる「吸収分割契約」について承認を得、

７月２日をもって効力が発生しました。

　Ｍ＆Ｔ事業では底堅い内外需を背景に、建設工事用エレベーター、化粧品等製造用真空乳化装置・

攪拌機の販売、空調・給排水・環境工事の設計及び施工等が堅調に推移しました。精密機械加工を主

業としているサノヤス精密工業㈱は、同社の関西地区内３生産拠点を本社のある兵庫県三田市に集約

し、生産効率の一層の向上を図る目的で、現在新工場建設を進めており、2018年３月に一期工事が完

成し、現在二期工事が進行中です。ショットブラストマシン等を製造販売する㈱大鋳（大阪府高槻

市）は、宮崎工場の隣接地を取得し、2018年８月に工場を約1.5倍に拡張する工事が完了しました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は前年同四半期比838百万円（3.6％）

減少の22,690百万円となり、営業利益は前年同四半期比1,507百万円（765.4％）増加の1,704百万円、

経常利益は前年同四半期比1,615百万円（794.2％）増加の1,818百万円、親会社株主に帰属する四半

期純利益は前年同四半期比1,509百万円（537.4％）増加の1,790百万円となりました。

　当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因として、外国為替相場の変動要因があります。

造船事業において売上の大半を占める新造船は、海外向けの輸出比率が高く、米ドル建ての契約が大

宗を占めており、円相場の変動リスクに晒されています。当第２四半期連結会計期間においては、円

安が進行したことにより今後製造する米ドル建受注済新造船の円換算売上見込額が増加した結果各船

の採算が改善し、第１四半期連結会計期間末の受注工事損失引当金を取り崩したこと等により、前年

同四半期比増益となりました。一定のルールに基づき為替予約を行うことで、為替リスクヘッジに努

めていますが、年単位の期先に亘る米ドル建て債権を全額ヘッジすることは行っていません。また、

原材料、資材、エネルギー価格の変動も経営成績に重要な影響を与える要因の一つであります。当第

２四半期連結会計期間においても、原材料の大きな部分を占める鋼材価格の値上げ圧力に晒されてお

り、資材調達部門において価格交渉に努めていますが、市場価格の変動影響は避けられず、効率化等
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の原価低減活動の中で吸収すべく努めています。

　当社グループにとって、安定的な長期運転資金を確保することが経営課題の一つです。当社の全額

出資子会社であるサノヤス造船㈱は、2015年12月28日付で締結した、2019年12月30日を返済期限とす

るシンジケートローンについて、2018年10月29日付で新たなシンジケートローン契約（借入金額

9,200百万円）を締結し、2018年10月31日に借換を行いました。これにより、最終返済期限が2021年

12月30日となり、一部期限一括返済のトランシェを設けたことにより年間返済額が減少し、また、コ

ベナンツ（サノヤス造船㈱及び当社の誓約条項）も今後の事業環境の変化の可能性を読み込んだもの

となりました。

　なお当社グループは受注産業の特性、特に、新造船受注においては海運市況に強い影響を受ける船

価相場の動向と新規受注の有無、当該四半期に工事進行基準によって売上計上される新造船工事の個

船別採算、加えて各四半期決算期末における外国為替相場の水準が大きく影響するため、四半期業績

が年度業績に必ずしも連動しません。

　

　セグメント別の業績は次のとおりです。

　なお第１四半期連結会計期間から、報告セグメントを従来の「造船事業」「陸上事業」「レジャー

事業」の３区分から「造船事業」「Ｍ＆Ｔ事業」の２区分に変更しております。また、前第２四半期

連結累計期間の「Ｍ＆Ｔ事業」の実績につきましては作成することが困難なため、前年同四半期比の

記載をしておりません。

①造船事業

　新造船事業は上記の通り、需給の飽和状態が恒常化し、依然として船価の回復が見られない中で受

注活動に努めた結果、82千重量トン型パナマックス・バルクキャリアー２隻を受注しました。一方、

82千重量トン型パナマックス・バルクキャリアー２隻と89千重量トン型パナマックス・バルクキャリ

アー１隻の計３隻を引渡しましたので、受注隻数残高は15隻となりました。受注は市況動向を見極め

ながら臨機応変に対応することを優先し、受注残高を約2.5年分確保する営業方針に沿って引き続き

注力して参ります。また、マリン・修繕船事業は、修繕船の他、LPGタンクの建造等が順調に進捗し

ています。この結果、新造船事業にマリン・修繕船事業及びプラント事業を含めた造船事業全体の受

注残高は、工事進行基準による金額にして38,784百万円となりました。

　造船事業の売上高は、前年同四半期比1,632百万円（10.9％）減少の13,384百万円となりました。

また、当第２四半期連結会計期間において、円安が進行したことにより今後製造する米ドル建受注済

新造船の円換算売上見込額が増加した結果各船の採算が改善し、第１四半期連結会計期間末の受注工

事損失引当金を取り崩したこと等により、営業利益は前年同四半期比1,115百万円（309.1％）増加の

1,475百万円となりました。
　

②Ｍ＆Ｔ事業

　Ｍ＆Ｔ事業においては、国内の設備投資が堅調に推移する中、建設工事用エレベーターと化粧品等

製造用真空乳化装置・攪拌機の販売、空調・給排水・環境工事の設計及び施工が好調でした。また国

内の遊園機械の販売が好調に推移しました。顧客ニーズに即した受注活動に努めた結果、受注残高は

7,129百万円となりました。売上高は9,305百万円、営業利益は407百万円となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて3,400百万円減少し、

39,078百万円となりました。これは主に、有価証券が500百万円、仕掛品が355百万円それぞれ増加し

たものの、現金及び預金が2,626百万円、その他流動資産が1,534百万円それぞれ減少したこと等によ

るものです。

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べて1,490百万円増加し、
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26,647百万円となりました。これは主に、投資有価証券が1,080百万円、有形固定資産が534百万円そ

れぞれ増加したこと等によるものです。
　

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べて3,706百万円減少し、

28,552百万円となりました。これは主に、前受金が571百万円増加したものの、受注工事損失引当金

が2,220百万円、支払手形及び買掛金が1,439百万円、その他流動負債が345百万円、短期借入金が300

百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べて433百万円減少し、

21,497百万円となりました。これは主に、リース債務が262百万円、繰延税金負債が240百万円それぞ

れ増加したものの、長期借入金が991百万円減少したこと等によるものです。
　

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2,229百万円増加

し、15,675百万円となりました。これは主に、利益剰余金が1,790百万円、その他有価証券評価差額

金が702百万円それぞれ増加したこと等によるものです。
　

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ2,766百万

円減少し、19,457百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期に比べ

7,618百万円減少し、143百万円の支出となりました。主な支出は、受注工事損失引当金の減少2,220

百万円、仕入債務の減少1,143百万円であり、一方、主な収入は、税金等調整前四半期純利益1,818百

万円、減価償却費793百万円、未収消費税等の減少678百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期に比べ

905百万円減少し、2,342百万円の支出となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出

1,732百万円、有価証券の取得による支出500百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期に比べ

683百万円減少し、363百万円の支出となりました。主な支出は、長期借入金の返済による支出2,029

百万円、短期借入金の純増減額300百万円、配当金の支払額162百万円であり、一方、主な収入は、セ

ール・アンド・リースバックによる収入1,343百万円、長期借入れによる収入850百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績につきましては、新造船において、為替相場変動の影響や造船市況等が新造船工事の個

船別採算に大きく影響することにより、売上及び受注工事損失引当金の繰入戻入が大きく変動する事

業特性に鑑み、2018年５月に公表した業績予想からの修正を行っていません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,019 20,393

受取手形及び売掛金 13,498 13,334

電子記録債権 736 712

有価証券 － 500

商品及び製品 222 240

仕掛品 1,330 1,685

原材料及び貯蔵品 654 727

その他 3,040 1,506

貸倒引当金 △23 △22

流動資産合計 42,479 39,078

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,866 5,862

機械及び装置（純額） 2,784 3,223

土地 4,980 5,010

その他（純額） 2,362 2,432

有形固定資産合計 15,993 16,528

無形固定資産

ソフトウエア 409 393

のれん 426 392

その他 31 31

無形固定資産合計 868 817

投資その他の資産

投資有価証券 6,715 7,795

長期貸付金 538 472

繰延税金資産 203 197

退職給付に係る資産 273 279

その他 662 659

貸倒引当金 △98 △101

投資その他の資産合計 8,295 9,302

固定資産合計 25,156 26,647

資産合計 67,635 65,726
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,044 10,604

短期借入金 4,630 4,330

1年内返済予定の長期借入金 4,231 4,044

未払法人税等 72 136

前受金 3,757 4,329

賞与引当金 464 498

保証工事引当金 253 244

受注工事損失引当金 5,210 2,990

固定資産撤去費用引当金 － 59

リース債務 95 162

その他 1,497 1,151

流動負債合計 32,258 28,552

固定負債

長期借入金 13,689 12,697

リース債務 1,009 1,271

繰延税金負債 2,373 2,613

固定資産撤去費用引当金 59 －

退職給付に係る負債 4,309 4,433

資産除去債務 445 451

その他 44 30

固定負債合計 21,931 21,497

負債合計 54,189 50,050

純資産の部

株主資本

資本金 2,538 2,538

資本剰余金 564 401

利益剰余金 7,356 9,146

自己株式 △5 △5

株主資本合計 10,453 12,080

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,274 3,976

繰延ヘッジ損益 △1 △17

為替換算調整勘定 △31 △181

退職給付に係る調整累計額 △290 △237

その他の包括利益累計額合計 2,950 3,541

新株予約権 42 53

純資産合計 13,446 15,675

負債純資産合計 67,635 65,726
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

売上高 23,529 22,690

売上原価 20,921 18,541

売上総利益 2,608 4,149

販売費及び一般管理費 2,411 2,444

営業利益 196 1,704

営業外収益

受取利息 8 10

受取配当金 70 66

持分法による投資利益 54 43

為替差益 － 107

その他 74 42

営業外収益合計 208 270

営業外費用

支払利息 156 134

その他 45 22

営業外費用合計 201 156

経常利益 203 1,818

特別損失

固定資産除却損 27 －

特別損失合計 27 －

税金等調整前四半期純利益 175 1,818

法人税、住民税及び事業税 43 93

法人税等調整額 △148 △65

法人税等合計 △104 28

四半期純利益 280 1,790

親会社株主に帰属する四半期純利益 280 1,790
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

四半期純利益 280 1,790

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 270 702

繰延ヘッジ損益 △30 △18

為替換算調整勘定 56 △149

退職給付に係る調整額 74 53

持分法適用会社に対する持分相当額 1 2

その他の包括利益合計 372 590

四半期包括利益 653 2,380

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 653 2,380

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 175 1,818

減価償却費 782 793

のれん償却額 34 34

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 115 124

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10 2

賞与引当金の増減額（△は減少） 44 33

保証工事引当金の増減額（△は減少） △14 △9

受注工事損失引当金の増減額（△は減少） △161 △2,220

固定資産撤去費用引当金の増減額（△は減少） △182 －

受取利息及び受取配当金 △78 △77

支払利息 156 134

為替差損益（△は益） △0 △90

売上債権の増減額（△は増加） 7,878 181

たな卸資産の増減額（△は増加） △438 △450

前渡金の増減額（△は増加） △29 △241

仕入債務の増減額（△は減少） △150 △1,143

前受金の増減額（△は減少） △980 437

未収消費税等の増減額（△は増加） 707 678

その他 125 △294

小計 7,972 △288

利息及び配当金の受取額 78 76

利息の支払額 △153 △133

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △422 202

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,474 △143
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △354 △465

定期預金の払戻による収入 479 325

有価証券の取得による支出 － △500

有形固定資産の取得による支出 △1,438 △1,732

有形固定資産の売却による収入 1 33

無形固定資産の取得による支出 △80 △64

投資有価証券の取得による支出 △10 △9

投資有価証券の売却による収入 3 －

貸付けによる支出 △3 △1

貸付金の回収による収入 2 72

その他 △37 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,436 △2,342

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △450 △300

長期借入れによる収入 3,100 850

長期借入金の返済による支出 △2,032 △2,029

配当金の支払額 △162 △162

セール・アンド・リースバックによる収入 － 1,343

その他 △133 △64

財務活動によるキャッシュ・フロー 320 △363

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 82

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,354 △2,766

現金及び現金同等物の期首残高 17,301 22,224

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,656 19,457
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（追加情報）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、

繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。

（セグメント情報等）

　Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日）

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注２）

造船事業 陸上事業
レジャー
事業

売上高

外部顧客への売上高 15,016 6,452 2,060 23,529 － 23,529

セグメント間の内部
売上高又は振替高

4 446 － 450 △450 －

計 15,021 6,898 2,060 23,979 △450 23,529

セグメント利益又は
損失(△)

360 271 △57 574 △377 196

　
(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

セグメント利益又は損失の調整額377百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用384百万円、

貸倒引当金の調整額２百万円及びセグメント間取引消去△９百万円であります。

全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日）

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

報告セグメント
合計

調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

造船事業 Ｍ＆Ｔ事業

売上高

外部顧客への売上高 13,384 9,305 22,690 － 22,690

セグメント間の内部
売上高又は振替高

6 442 448 △448 －

計 13,391 9,748 23,139 △448 22,690

セグメント利益 1,475 407 1,883 △178 1,704

　
(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額178百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用190百万円、貸倒引当金の

調整額△１百万円及びセグメント間取引消去△10百万円であります。

全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２ 報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、第１四半期連結会計期間において、経営管理区分の一部変更を行ったため、

「陸上事業」及び「レジャー事業」を「Ｍ＆Ｔ事業」に統合しております。

　なお、2018年４月より「Ｍ＆Ｔ事業」を統括するサノヤスＭＴＧ㈱を設立したことから、前第２

四半期連結累計期間のセグメント情報を、当第２四半期連結累計期間におけるセグメント区分に基

づいて作成するための情報を、遡って入手することは困難なため、次のとおり、当第２四半期連結

累計期間について、前第２四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に基づき作成しておりま

す。
（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注２）

造船事業 陸上事業
レジャー
事業

売上高

外部顧客への売上高 13,384 7,246 2,059 22,690 － 22,690

セグメント間の内部
売上高又は振替高

6 471 － 477 △477 －

計 13,391 7,717 2,059 23,168 △477 22,690

セグメント利益 1,475 504 155 2,136 △431 1,704

　
(注) １ 調整額は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額431百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用443百万円、貸倒引当金の

調整額△１百万円及びセグメント間取引消去△10百万円であります。

全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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３．補足情報

販売及び受注の状況

部門別売上高

セグメント

前第２四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

造船事業 15,016 63.8 13,384 59.0

Ｍ＆Ｔ事業 8,512 36.2 9,305 41.0

合計 23,529 100.0 22,690 100.0

　

受注状況ならびに受注残高

セグメント

前第２四半期連結累計期間
(自 2017年４月１日
至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年９月30日)

受注高
（百万円）

受注残高
（百万円）

受注高
（百万円）

受注残高
（百万円）

造船事業 9,192 52,406 12,976 38,784

Ｍ＆Ｔ事業 5,869 4,396 7,100 7,129

合計 15,061 56,803 20,077 45,914

（注）当第２四半期連結会計期間末の造船事業における新造船の受注残高金額は工事進行基準で記

載しており、受注残高隻数は引渡しベースで15隻であります。
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